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具
体
的
に
は
、
新
規
学
卒
者

を
新
た
に
雇
用
す
る
町
内
企

業
、
あ
る
い
は
企
業
倒
産
に

よ
る
求
職
者
等
を
新
規
雇
用

す
る
町
内
企
業
に
対
す
る
助

成
金
の
創
設
を
考
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
に

併
せ
て
、
地
域
内
の
雇
用
の

創
出
を
図
る
た
め
、
引
き
続

き
、
水
力
発
電
、
バ
イ
オ
マ

ス
事
業
の
推
進
を
進
め
る
考

え
で
す
。

 

そ
の
他
、
雇
用
の
安
定
的
確

保
の
た
め
、
自
然
、
神
話
、

美
肌
温
泉
郷
、
た
た
ら
製
鉄
、

仁
多
米
な
ど
の
地
域
資
源
を

活
か
し
た
産
業
や
観
光
の
振

興
に
つ
い
て
も
、
継
続
的
か

つ
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

『
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
』

 

私
は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
を
充
実
さ

せ
、
教
育
・
子
育
て
を
支
援

し
ま
す
。

 

具
体
的
に
は
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

現
在
実
施
し
て
い
る
「
生

活
・
交
通
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

に
つ
い
て
、
来
年
度
か
ら
対

象
者
や
事
業
内
容
を
充
実
さ

せ
る
考
え
で
す
。

　
ま
た
、
現
在
実
施
し
て
い

る
「
助
け
合
い
除
雪
」
、

「
買
い
物
支
援
」
な
ど
の
高

齢
者
福
祉
施
策
は
も
と
よ
り
、

幼
児
園
化
の
推
進
等
様
々
な

「
子
育
て
支
援
」
、「
障
が
い
者

支
援
」も
継
続
し
ま
す
。

 

そ
の
ほ
か
、
奥
出
雲
町
に
も

馴
染
み
の
深
い
ホ
ッ
ケ
ー
競

技
に
つ
い
て
、
六
年
後
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向

け
、
各
国
チ
ー
ム
の
合
宿
誘

致
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り

話
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

『
笑
顔
の
ま
ち
づ
く
り
』

 

私
は
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
人
々
が

支
え
あ
う
ま
ち
の
生
活
基
盤

整
備
と
人
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

 

具
体
的
に
は
、
東
京
・
大
阪

な
ど
の
大
都
市
に
住
ん
で
い

る
、
様
々
な
経
験
や
能
力
を

持
つ
若
者
等
を
、
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
地
域

社
会
の
新
た
な
担
い
手
と
し

て
迎
え
、
積
極
的
に
活
用
し
、

町
民
と
行
政
の
協
働
を
進
め

ま
す
。

 

そ
の
ほ
か
、
公
共
施
設
の
耐

震
化
や
道
路
整
備
事
業
を
継

続
的
に
実
施
し
、
安
全
で
快

適
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

考
え
で
す
。

　財
政
運
営
の
基
本
方
針

　
今
か
ら
九
年
前
、
仁
多
・

横
田
の
両
町
が
合
併
し
、
奥

出
雲
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

 

瞬
く
間
の
九
年
間
で
し
た
が
、

そ
の
間
、
岩
田
元
町
長
の
卓

越
し
た
行
政
手
腕
に
よ
り
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
道

路
な
ど
、
様
々
な
生
活
環
境

整
備
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

 

そ
し
て
、
長
引
く
景
気
低
迷

の
中
に
あ
っ
て
も
、
井
上
前

町
長
に
よ
る
積
極
的
な
投
資

事
業
の
継
続
と
財
政
健
全
化

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

 

そ
の
結
果
、
「
実
質
公
債
費

比
率
」
や
「
将
来
負
担
比

率
」
の
財
政
指
標
は
徐
々
に

改
善
さ
れ
て
お
り
、
財
政
の

弾
力
性
を
表
す
デ
ー
タ
で
あ

る
「
経
常
収
支
比
率
」
は
、

毎
年
、
県
内
で
も
上
位
三
団

体
に
入
る
状
況
で
す
。

 

し
か
し
な
が
ら
、
町
の
収
入

の
約
四
割
を
占
め
、
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
普
通
交
付
税
が
、

来
年
度
か
ら
漸
次
一
本
算
定

に
移
行
し
ま
す
。
平
成
三
十

二
年
度
に
は
、
今
年
度
と
比

べ
て
五
〜
六
億
円
程
度
減
る

と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
財
政

指
数
の
こ
れ
以
上
の
改
善
も

困
難
な
状
況
で
す
。

　
ま
た
、
病
院
や
上
下
水
道

事
業
の
運
営
費
に
対
す
る
負

担
な
ど
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

人
口
減
少
に
伴
う
税
収
の
減

な
ど
も
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
第
三
セ
ク
タ

ー
の
経
営
状
況
も
厳
し
く
、

早
急
か
つ
適
切
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
町
内
の
建
設
業

者
は
事
業
所
数
、
従
業
員
数

と
も
減
少
し
て
お
り
、
地
域

経
済
と
雇
用
を
守
る
観
点
か

ら
、
早
急
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
私
は
、
可
能

な
限
り
道
路
整
備
な
ど
の
公

共
投
資
事
業
を
進
め
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
異
業
種
参
入

の
支
援
を
強
化
す
る
考
え
で

施
策
展
開
の
基
本
方
針

　
私
は
、
井
上
前
町
長
の
施

策
展
開
の
基
本
的
な
方
向
性

を
継
承
し
、
奥
出
雲
町
の

「
ま
ち
の
将
来
像
・
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
方
向
」
を
示

し
た
「
奥
出
雲
町
総
合
計

画
」
を
誠
実
、
着
実
、
堅
実

に
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　
そ
し
て
、
『
元
気
、
安
心
、

笑
顔
の
ま
ち
、
奥
出
雲
町
と

と
も
に
生
き
て
い
く
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
三
つ
の
重
点

項
目
を
掲
げ
、
町
政
運
営
に

取
り
組
み
ま
す
。

『
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
』

 

人
口
減
少
の
問
題
は
、
奥
出

雲
町
だ
け
で
な
く
、
全
国
的

に
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
安

倍
総
理
も
、
先
日
の
内
閣
改

造
に
際
し
、
地
方
創
生
を
重

要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
て

い
ま
す
。

 

私
は
、
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
観
光
を

含
め
た
産
業
を
振
興
す
る
こ

と
で
安
定
し
た
雇
用
を
確
保

し
、
定
住
を
推
進
し
ま
す
。

す
。

　
同
時
に
、
中
期
財
政
計
画

を
絶
え
ず
見
直
し
、
引
き
続

き
、
繰
上
げ
償
還
を
行
う
と

と
も
に
、
基
金
残
高
の
確
保

に
努
め
、
財
政
健
全
化
を
着

実
に
推
進
し
ま
す
。

　
更
に
、
財
政
状
況
の
透
明

化
を
推
進
す
る
た
め
、
私
の

信
用
金
庫
勤
務
の
経
験
と
知

識
を
活
か
し
、
町
の
会
計
に

つ
い
て
、
貸
借
対
照
表
、
資

金
収
支
計
算
書
な
ど
の
財
務

諸
表
を
作
成
す
る
考
え
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
老
朽
化
が
進

行
し
つ
つ
あ
る
公
民
館
な
ど

各
種
の
公
共
施
設
や
道
路
・

上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

に
つ
い
て
、
安
全
・
安
心
の

確
保
と
、
中
長
期
的
な
コ
ス

ト
の
縮
減
・
平
準
化
を
図
る

必
要
が
あ
り
、
「
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
を
策
定

す
る
こ
と
と
し
て
い
き
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

町
民
の
皆
様
か
ら
の
様
々
な

要
望
に
お
応
え
し
な
が
ら
、

財
政
の
健
全
化
も
進
め
る
と

い
う
こ
と
は
、
私
一
人
の
力

で
は
為
し
え
な
い
こ
と
で
す
。

　
ど
う
か
、
町
民
の
皆
様
、

お
一
人
お
ひ
と
り
の
お
力
添

え
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　井上勝博前町長の退職に伴い執行された奥出雲町長選挙で、無投票初当選を果
たした勝田康則町長が９月２２日、町議会議員や町職員などが出迎える中役場仁
多庁舎に到着し、職員から花束を受け取ると力強い足取りで初登庁しました。
　９月２９日、平成２６年第３回定例会の開会にあたり、勝田町長が施政方針演
説を行いました。（紙面の都合上、抜粋して掲載しています。）

　
八
月
二
十
二
日
、
井
上
勝
博
町

長
の
退
任
式
が
役
場
仁
多
庁
舎
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
井
上
町
長
は
平
成
二
十
一
年
五

月
の
就
任
以
来
、
五
年
三
カ
月
に

わ
た
り
町
政
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

「
定
住
・
子
育
て
支
援
」
「
神
話

と
た
た
ら
・
伝
統
の
振
興
」
「
防

災
・
災
害
対
策
」
な
ど
を
は
じ
め

と
し
、
町
の
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

　
井
上
町
長
は
「
五
年
三
カ
月
の

間
、
町
長
と
し
て
仕
事
が
で
き
た

こ
と
を
嬉
し
く
誇
り
に
思
う
。
退

任
後
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ふ
る
さ

と
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
の
後
、
多
く
の
町
民
や
町
議

会
議
員
、
町
職
員
か
ら
あ
た
た
か

い
拍
手
が
送
ら
れ
る
中
、
慣
れ
親

し
ん
だ
庁
舎
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

▲職員と握手を交わす井上町長

勝
田
町
政
ス
タ
ー
ト

勝
田
町
政
ス
タ
ー
ト

勝 田 康 則 
奥出雲町横田出身
昭和23年10月3日生まれ
昭和42年しまね信用金
庫（当時は雲南信用金
庫）入庫、平成14年同
庫常務理事、平成18年
同庫専務理事を経て平
成23年6月同庫退任。
平成23年7月1日から平
成26年9月15日まで奥
出雲町副町長。

井
上
町
長
退
任
式

る
び


